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研究成果の概要（和文）：サハリン島近代史の全体像の叙述を最終目的とし、その第1段階として日露戦争前後の時期
に焦点を当てた論文集『日露戦争とサハリン島』を刊行した。本書は、帝政期ロシア領時代のサハリン島史、日露戦争
サハリン戦、国境変動後の住民生活を総合的に描いたはじめての業績である。
　また、国際シンポジウムをほぼ毎年開催することで、サハリン島史研究の国際的ネットワークを確立させ、日露間の
相互歴史認識の進展にも大きく寄与した。さらに、サハリン島史研究のための資料基盤の共有をおこない、共同研究の
基盤構築を進めた。

研究成果の概要（英文）：The end of our study is to describe the Sakhalin modern history.  As a first step 
to achieve this end, we have published the co-works book Russo-Japanese War and Sakhalin Island.  It shows
 for the first time the history of Sakhalin Island from in the second half of 19th century and the beginni
ng of 20th century: the realities of the war, the life of Russian, Japanese and the indigenous peoples bef
ore and after the war.
   In the course of the study, we organized international symposiums almost every year, so that we have ma
de a strong connection between Japanese and foreign scholars on Sakhalin history.  Moreover, we started bu
ilding the basis of materials on the history for the scholars to share them easily.  This project is in pr
ogress.
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１．研究開始当初の背景 

これまでの日露関係史研究は、秋月俊幸

『日露関係とサハリン島』（筑摩書房、1994

年）、木村汎『新版 日露領土交渉史』（角川

選書、2005 年）などに代表されるように、領

土の帰属をめぐる外交交渉史に重点がおか

れてきた。これは、日露国際関係の最重要課

題が歴史的にも現代的にも領土問題にある

以上当然のことといえる。しかし一方で、実

際の係争地点である地域認識の把握が後景

に追いやられてきたことは否めない。もっと

も、ソ連時代の閉鎖的な研究状況において、

現地の実態分析が不可能だったことにも理

由がある。 

だがペレストロイカ以降、現地調査が容易

になり、文書館へのアクセスも可能になった

ことにより、中央政府の政策分析にとどまら

ない、地域の具体的歴史像の解明が実現でき

る状況が生まれた。同時に、現地の研究者と

の交流も活発化し、国境を越えた歴史認識の

共有が醸成されつつあった。サハリン(樺太)

島についても、北海道大学とサハリン国立大

学を拠点とした日露国際シンポジウムが

2005 年以降毎年のように開催されるように

なっていた。 

ソ連邦の崩壊は、現地研究者の歴史認識の

変容ももたらした。偏狭なナショナリズムに

とらわれずに地域をとらえようという態度

を生み出し、地域史研究が各地で大きな進展

をみせている。なかでもサハリン史研究はそ

のトップランナーであり、旺盛な研究成果が

帝政期サハリン島史を中心に発表されてい

た。 

一方、英語圏ではスタンダードな通史 John 

J.Stephan, Skhalin: A History (Oxford,1971)の出

版から 40 年近く経つが、これを超える研究

は未だになく、地域研究の隆盛の中で、この

地域はある種の未踏域をなしていた。 

日本国内に目を転ずれば、グローバリズム

の進展が国境の相対化を現出させている事

態を受け、中国や東南アジア地域をフィール

ドとする国境を跨いだ地域間関係や海域史

の研究が長足の進展を示す中で、東北アジア

地域の歴史研究にも新たな動向が生まれつ

つあった。 

こうした動向の中で、日本海からオホーツ

ク海、北太平洋の海域圏を見通す位置にあり、

かつ日本列島に隣接するサハリン(樺太)島の

近代史は、ロシア史の一環としてのロシア極

東史の研究者だけでなく、北海道史を含む日

本史、日本植民地史の研究者からも次第に注

目を集めるようになり、政治史、外交史、経

済史、教育史、地理学、社会学、文化人類学、

文学など、様々な個別専門分野の研究者を束

ねる組織的な研究活動とその成果発表が目

立つようになった。個別専門分野ごとに本格

化の萌しをみせていた日本のサハリン･樺太

史研究に総結集の機運が高まっており、こう

した流れの延長線上にサハリン･樺太史研究

会の発足(正式には 2009 年 4 月)があった。今

回、本研究の代表者・分担者・協力者として

名を連ねる国内の研究者 13 名は、有志を結

集するサハリン･樺太史研究会のメンバーと

基本的に重なりあう構成をとっている。 

 

２．研究の目的 

サハリン(樺太)島近代史を地域内・地域間・

国家間の重層的視角から通時的かつ共時的

に検証する本研究は、戦争と領域主権の変更

期に焦点を当てて、地域内の変容、隣接地域

と国際政治との関連性を総合する地域史像

の構築を目的とした。 

具体的には、戦争によって国境に変更があ

った 3 つの時期、すなわち、日露戦争期(1904

～05 年)、シベリア出兵に伴う北サハリン保

障占領期(1920～25 年)、日ソ戦争と島民引揚

期(1945～49 年)を対象時期とする。そして、

その前後の時期との連続性・非連続性を視野

に入れることで、1850 年代から 1940 年代ま

でのサハリン(樺太)島史を通覧する歴史叙述



を目指すこととし、まず第 1 弾となる日露戦

争期に関する論文集を刊行し、第 2 弾となる

保障占領期に関する論文集の作成準備を開

始することが目的となる。 

 

３．研究の方法 

全期間を通して国内・国外の文書館・図書

館等で各研究テーマに沿った文献調査を実

施した。各年度に 2～3 回の定例研究会を札

幌で開催したほか、札幌またはユジノサハリ

ンスクで年 1～2 回開催された研究会・国際

シンポジウムに構成メンバーが研究組織と

して、または個別に参加した。文献調査と研

究会・シンポジウムの開催・参加は、各研究

テーマに沿って自主的に実施される日常的

研究活動として位置づけられる。このほかに、

データベースの構築、国際シンポジウムの開

催、出版活動の推進など、研究テーマを横断

的に設定され取り組まれるべきタスクに沿

って作業活動を実施した。メインの研究組織

をなすセクション(班)をテーマごとに編成す

るとともに、サブの研究組織としてタスクご

とに作業チームを編成し、両者をクロスさせ

るかたちで作業を推進した。 

 

４．研究成果 

大きな成果として 2 冊の論文集、1 冊の史

料集を刊行することができた。原暉之編『日

露戦争とサハリン島』（北海道大学出版会、

2011 年）は、本研究の最大の目的であるサハ

リン島近代史通史の第 1 弾となるものである。

分担者を中心に、国内の関連研究者を結集し、

重層的かつ学際的にサハリン島における戦

争と境界変動にともなう歴史を再構成した

ものである。 

また、科学研究費補助金（基盤研究Ｂ）「19

～20 世紀北東アジア史のなかのサハリン・樺

太」（研究代表・今西一小樽商科大学教授）

との共同研究の成果として、今西一編『北東

アジアのコリアン・ディアスポラ』（小樽商

科大学出版会、2012 年）を刊行した。本書は、

戦前戦後を通じてサハリン島に居住する朝

鮮人の生活実態を、現地聴き取り調査と文献

調査をあわせて用いながら、日露韓の研究者

が共同で執筆した成果である。 

さらに、『サハリン・樺太史研究』と題し

た論集を刊行し、その第 1 集として、松井憲

明・天野尚樹編訳『サハリンの植民の歴史的

経験』（北海道情報大学、2010 年）を発表し

た。これは、2008 年 5 月にロシア・ユジノサ

ハリンスク市でおこなわれた国際シンポジ

ウムの報告集の翻訳である。同シンポジウム

は、本研究を組織するきっかけとなり、また

その後継続される日露国際共同研究の発端

となったものである。 

定期的な国際シンポジウム・研究会の開催

による日露間の共同研究は着実に進展した。

「アントン・チェーホフとサハリン島」（2010

年 9 月、サハリン国立大学）、「日本とロシア

の研究者の目から見る日露戦争とサハリン

島」（2010 年 10 月、北海道大学・小樽商科大

学）、「海峡をまたぐ歴史」（2011 年 8 月、稚

内北星学園大学）のほか、関連研究者の日本

滞在時に開催した研究集会も含め、サハリン

島史研究に関する国際的なネットワークは、

英語圏の研究者も含め、強固なものとして確

立した。 

こうしたネットワークは、現地調査におい

ても大いに有利に働いた。各分担者がサハリ

ン、ウラジオストク、モスクワなどでの資料

調査を実施するにあたっては、現地研究者か

らの多大な協力が得られ、新史料の発掘を多

数おこなうことができた。 

本研究は、重層的な視角からの通時的・共

時的地域史研究のための方法の構築、という

方法論的課題も掲げていた。そのために、近

年隆盛をきわめている帝国論研究者を中心

に、学際的な共同研究を組織し、方法論的検

討をはかる場を積極的に設けてきた。具体的

には、「帝国日本研究の方法と課題」（2011 年



12 月、北海道大学・小樽商科大学）、「植民地

社会の比較史」（2012 年 8 月、北海道大学）

などのシンポジウムを開催し、単なる地方研

究にとどまらない、方法論的普遍性を備えた

地域研究のモデル構築を進めた。その成果は、

2 冊の論文集に反映され、また今後の継続的

研究にも生かされることになる。 

また研究の基礎となる資料基盤の構築に

も大きな成果がみられた。北海道を中心に所

蔵される貴重な史料、とりわけ、樺太史研究

の基本史料である『樺太日日新聞』について

は、本研究を用いてデータ化し、道外の研究

者が容易に利用できるよう共有化する作業

が進んでいる。 

研究計画最終年度前年度応募を利用し、平

成 25 年度より本研究は、基盤研究 B「サハリ

ン（樺太）島における戦争と境界変動の現代

史」（研究代表・原暉之）へ引き継がれた。

本研究を継続するものとして、論文集第 2 弾

となる保障占領期（1920 年代）に関する研究

が進展しており、また、第 3 弾となる日ソ戦

争期（1940 年代）についても、国際シンポジ

ウム「日ソ戦争後サハリン島・クリル諸島に

おける引揚と移住」（2013 年 10 月、札幌市）

を開催し、研究の橋頭保を築くことができた。 
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